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豪10年国債利回り（左軸）

米10年国債利回り（左軸）

豪ドル（対米ドル、右軸）

オーストラリア金融政策（2020年10月）
今回は据え置きだが、追加緩和への期待を残す
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2020年10月6日

次回11月会合での追加緩和の有無が目先の焦点

政策金利と3年国債利回り

（出所）ブルームバーグ （出所）ブルームバーグ

（2020年1月初～2020年10月5日）

豪米の10年国債利回りと豪ドル（対米ドル）
（％）（2020年1月初～2020年10月6日）（％） （米ドル/豪ドル）

豪ドル高

10月6日（現地、以下同様）、RBA（オーストラリア準備銀行）は大方の市場予想通り政策金利と3年国
債利回りの誘導目標を0.25％とする現在の政策を据え置くと発表しました。声明文では、「経済活動が更
に再開されるにつれて、追加の金融緩和がどのように雇用を支援できるかを引き続き検討する」と述べ、
前回同様に追加緩和の可能性に含みを持たせました。もっとも、具体的な言及は乏しく、今後の追加緩和
の有無やその時期については、更なる材料待ちといった様相です。

9月22日にデベルRBA副総裁が講演を行い、追加緩和の選択肢について説明したことなどから、一時的
に今会合での利下げ期待が高まる場面もありました。しかし、本日（10月6日）は政府が2020/21年度連
邦予算案を公表する予定であるため、市場参加者の間では、RBAがこの内容を見てから追加緩和に動くと
の見方が浸透し、ひとまず今会合での利下げ期待は後退していました。今会合の声明文でも連邦予算案が
今晩公表されることにあえて言及しており、注目度の高さがうかがわれます。

今会合での利下げ期待が後退していたとは言え、3年国債利回りは目標の0.25％を有意に下回る水準で
の推移が続いており、追加緩和の織り込みが消失した訳ではなく後ずれしている状態だと解釈できます。
目先は次回11月会合で追加緩和策が打ち出されるか否かが焦点であり、為替レートもその思惑によって上
下する展開が想定されます。まずは、本日公表予定の連邦予算案、そして10月15日に予定されているロウ
RBA総裁の講演が重要な判断材料になると考えています。
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政策金利

3年国債利回り

※政策金利は決定日ベース
※3年国債利回りは2020年10月5日までのデータ
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